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Gemini 4 の公開見通しと競争環境 

背景と競合動向および今後の評価課題  

調査基準日 2026 年 9 月 24 日 

GPT-6 Astra 

Gemini 4 の早期公開には Google DeepMind 責任者の発言という根拠がある。ただし、正式な公開
日や性能が確定した段階ではない。競争上の焦点は、Google が旗艦モデルの更新の遅れを取り戻し、
性能、費用、実務での使いやすさをどこまで改善できるかにある。[1][2] 

本稿では、公開報道と Google および競合各社の発表を基に、Gemini 4 の開発状況、Google の開発
方針、競合関係、今後の展開を整理する。企業の性能説明、第三者評価、本稿の考察は区別して記載
する。 

1 公開報道で明らかになったこと 

Investing.com 日本語版は 2026 年 9 月 24 日、「Google の Gemini 4 AI モデル、まもなくリリース
へ――DeepMind 責任者が明かす」と題する記事を掲載した。元になったのは、9 月 23 日に開催され
た The Information の AI Agenda Live Summit での、Google DeepMind の新責任者コレイ・カブク
チュオール氏（Koray Kavukcuoglu）の発言である。[1] 

記事によれば、Gemini 4 は事後学習の初期段階に入り、同氏は年末よりかなり早い公開を見込んでい
る。事後学習は、基礎となるモデルを、指示への応答や安定した作業遂行に適したものへ調整する工
程である。この段階への移行は開発の進展を示すが、一般提供の準備がすべて完了したことを意味し
ない。[1] 

取材内容を紹介した THE DECODER の報道では、初期版を早く公開し、その後も短い間隔で改善する
意向と、安全対策および評価を進めていることが伝えられている。正式な公開日、API 提供開始日、
価格、モデル仕様、独立した性能評価は、これらの発言とは分けて確認する必要がある。[2][3] 

2 Google の開発方針と組織の変化 

背景には、Gemini 3.5 Pro の公開の遅れがある。Google は 6 月 3 日の投資家向け説明で 6 月中の公
開を見込んでいたが、7 月 21 日時点でもパートナーによるテスト中と説明していた。9 月 24 日の報
道でも未公開とされており、当初予定どおりに上位モデルを投入できていない状況が確認できる。た
だし、3.5 Pro の正式な開発中止までは確認されていない。[4][5][6] 

Google はその間も開発を続けている。7 月 21 日には、Gemini 4 に向けて同社として最も野心的な事
前学習を開始したと公表した。同時に Flash 系を短期間で更新し、9 月 2 日には Gemini 3.8 Flash を
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発表している。同社は、長時間のコーディング、エージェントによる作業、複数段階の推論の改善を
説明している。[5][7] 

これらの発表からは、低価格モデルを継続的に改善しながら、次の旗艦モデルを準備してきた構図が
読み取れる。本稿では、Gemini 4 をその旗艦モデル更新の成否を左右する節目と捉える。Flash 系で
の改善が Gemini 4 にどの程度反映されるかは、公開後の検証課題となる。 

開発体制も変わった。Google の公式発表では、デミス・ハサビス氏が DeepMind 会長兼 Alphabet
チーフサイエンティストとなり、カブクチュオール氏が Gemini モデル、最先端 AI 研究、アプリ、開
発者向けチームを統括する体制になっている。[8] 

本稿の考察としては、研究成果を製品に反映する速度と、組織としての実行力を高める狙いを持つ変
更と解釈できる。公式発表では AGI や科学研究の継続も明示されているため、この変更を Google が
基礎研究や AGI 研究を放棄したことと同一視すべきではない。[8] 

3 競合各社の動きと Gemini 4 への影響 

Gemini 4 が追いかける競争相手も更新を続けている。9 月の主要な発表では、高性能化に加えて、価
格低下、長時間の作業、利用者との接点の強化が目立つ。表 1 の右列は、各社の発表を踏まえた本稿
の考察である。 

表 1 主要な競合動向と競争上の意味 

企業 確認できる動き Gemini 4 への競争圧力 

OpenAI 
GPT-6 Astra に続き、9 月 22 日に Sol と
Luna を公開。高度な業務をより低価格で処
理する方向を強化。[9][10][11] 

旗艦モデルの性能に加え、日常業務の費用
対効果でも競争する必要がある。 

Anthropic 
9 月 22 日に Claude Opus 5.5 を公開。多く
の仕事で Fable 5.1 水準、典型的な処理費用
は Opus 5 より 40％低いと説明。[12] 

コーディング、調査、資料作成を少ない手
戻りで完了する能力が問われる。 

Meta 
9 月 8 日に個人向けエージェント Muse を発
表。9 月 23 日には AI グラスへの展開も発
表。[13][14] 

AI を日常的に使う入口と、個人向けエージ
ェントの体験をめぐる競争が強まる。 

SpaceXAI 
Grok 

9 月 21 日に Grok 4.7 を公開。長時間のコー
ディング、自己検証、知識業務を強化したと
説明。[15] 

開発者や業務利用者に対する価格と実行能
力の競争が広がる。 

Xiaomi 
中国勢の一例 

MiMo-V2.6-Pro-RL のモデル重みを公開。自
社環境で動かせる選択肢を提供。[16] 

API 利用に加えて、自社運用やカスタマイズ
との比較でも選ばれる理由が必要になる。 
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この競争環境では、Gemini 4 が一部の試験で高得点を記録するだけでは、利用者の選択を十分に説明
できない。必要な仕事をどの程度の時間と費用で完了できるか、失敗時に修正できるか、普段使う製
品の中で利用できるかが、採用を左右すると考えられる。 

4 現行モデルの性能と費用の比較 

調査時点の Artificial Analysis Intelligence Index v4.3.2 では、表 2 の値が確認できた。各行は表示さ
れた推論設定での評価であり、同じ費用を投入した比較ではない。また、Gemini 4 の性能を表すもの
でもない。[17][18] 

表 2 第三者評価の比較 2026 年 9 月 24 日参照 

モデル 評価設定 Intelligence Index  

Claude Opus 5.5 Max 
標準フォールバックあり 58 

GPT-6 Astra Max 53 

Gemini 3.8 Flash High 41 

Gemini 4 未公表 評価値未確認 

 

出典 文献[17][18]。Gemini 4 の提供状況は文献[2]を参照。指標の版が異なる過去の点数とは、その
まま比較できない。Claude の「標準フォールバックあり」は、対象となる処理で別モデルに切り替
わる運用条件を含む評価を指す。[12][17] 

この結果は、現行の Gemini 3.8 Flash に総合性能で追い上げる余地があることを示す。ただし、
Google の現行モデルには価格面の強みがある。通常の API 単価は 100 万トークン当たり入力 0.75 ド
ル、出力 3.75 ドルであり、Astra の入力 10 ドル、出力 50 ドルより低く設定されている。[7][18] 

実際の作業費用は、トークン単価に加え、出力量、推論量、再試行、キャッシュ利用、人による訂正
の量によって変わる。Gemini 4 を評価する際も、性能と単価の表に加えて、同じ仕事を完了するまで
の総費用を比較する必要がある。 

5 Google が持つ普及基盤 

Google の第 2 四半期決算説明によれば、Gemini アプリの月間利用者は 9 億 5,000 万人に達しており、
Search、Google Workspace、Cloud などにも Gemini を組み込んでいる。また、独自の TPU を含む
計算基盤を持つ。[19] 

この基盤を踏まえると、Gemini 4 が競争力のある性能に到達した場合、既存製品への展開によって利
用を拡大できる可能性がある。モデル単体の順位に加え、企業の業務環境や日常の検索に自然に組み
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込めることが、Google の競争力になると考えられる。なお、Gemini 4 が各製品へ搭載される時期は、
個別の正式発表で確認する必要がある。 

6 今後の展開と確認すべき点 

今後の展開として、次の三つが考えられる。いずれも確定情報ではなく、公開された発言と競争環境
を踏まえた見通しである。 

第一に、初期版を早期に公開し、その後も継続的に改善する展開である。これは報じられた責任者の
発言に沿う。この場合、初回公開版だけで評価を固定せず、性能改善、API 提供、利用制限の変化を
追う必要がある。[3] 

第二に、競合に近い性能を、価格や製品統合によって普及させる展開である。すべての評価で首位を
取らなくても、Google の業務環境で使いやすく、処理費用が低ければ、有力な選択肢になる。これ
は現行 Flash 系の価格方針と Google の普及基盤を踏まえた考察である。[7][19] 

第三に、品質や安全性の調整に時間がかかる展開である。事後学習の初期段階と報じられていること
から、公開延期や対象者を限定した提供も想定に残る。発表日、一般利用開始日、API 提供開始日、
企業向け提供開始日を分けて確認すべきである。[1][3] 

安全性も公開条件を左右する要因となる。Anthropic のダリオ・アモデイ氏は 9 月の論考で、能力向
上の速度に安全対策が追いつくよう、開発の進め方を調整すべきだと提案した。Google も現行の
Flash Cyber を信頼された防御側の利用者に限定している。Gemini 4 についても、内部で達成した性
能と、一般利用者が利用できる性能や機能の範囲を区別して確認する必要がある。[20][7] 

7 知財業務での評価の観点 

知財調査や技術分析に適用する場合、公開後に次の観点で同一課題を用いた比較を行うことを提案す
る。これは Gemini 4 が当該能力を備えると断定するものではなく、導入判断のための評価項目であ
る。 

• 長い明細書と図面や表を横断して、技術的な意味と数値条件を正確に読み取れるか。 
• 請求項の構成要件と根拠箇所を対応づけ、確認できた内容と推測を分けて記載できるか。 
• 検索、比較、報告書作成までの作業を、根拠の追跡可能性を維持して完了できるか。 
• API 料金、処理時間、人が訂正する時間を含めた総費用が、他モデルより改善するか。 

Gemini 4 の実務評価では、ベンチマーク順位に加えて、根拠を保ったまま任せられる仕事がどれだけ
増えるかを確認することが重要である。 
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